
京で輝く！女性活躍推進セミナー

今こそ、
男性版産休を考える

【お申込み・お問合せ】
ホームページの申込フォーム、FAXまたはe-mailにて下記をご記入のうえお申し込みください。
①女性活躍推進セミナー ②氏名（ふりがな）　③年齢　④〒・住所　⑤電話番号　⑥メールアドレス　
⑦保育の有無とお子様の氏名・年齢（月齢まで）をご記入ください。
※先着順（定員になり次第終了します）　※保育対象：4ヶ月以上未就学児まで（有料）

（公財）京都市男女共同参画推進協会　事業企画課
  〒604-8147　京都市中京区東洞院通六角下る御射山町262番地
   TEL:075-212-8013 　FAX:075-212-7460
   E-mail jigyo@wings-kyoto.jp    URL https://wings-kyoto.jp

1月28日 
京都市男女共同参画センター ウィングス京都 セミナー室A.B

（金）14:00〜16:00
場所
対象 企業の人事の方、テーマに関心がある方 定員 30名（先着順）

【制度解説】京都労働局

【事例紹介】森島寿夫
　　　　　　高堂郁也
　2020年6月～2021年４月まで10ヶ月の育休を取得された高堂氏からは、育休中の過ごし方、育休取得前と後での意識の変化を、
　上司の森島氏からは仕事と育児の両立のサポートや男性の育休取得で得た企業のメリットをお話しいただきます。

【グループワーク】

＜プロフィール＞
専門は文化社会学　主な著書に『46歳で父になった社会学者』（ミシマ社、2021年）、
『＜オトコの育児＞の社会学』（共編著、ミネルヴァ書房、2016年）、『カワイイ社会・学』（第25回橋
本峰雄賞、関西学院大学出版会、2015年）
『46歳で父になった社会学者』には、吉本ばなな氏から「他の人から見たらなんでもないことこそが、個々
の人生でいちばん大切なこと。とにかく観察と記録のあり方がすごいです。」との推薦文が寄せられた。

子どもが生まれて生活は一変。仕事の時間や飲みに出掛ける回数は減り、その時間
は全て子どもとの時間に。１人の男性がだんだんと父になる様子を綴ったエッセイ
『46歳で父になった社会学者』が好評を博している工藤氏から、「父になる」とは
どういうことなのかをお話しいただきます。

【講演】「46歳で父になった社会学者」が育児を通して考えたこと
　　　　     工藤保則

�料

主催：輝く女性応援京都会議（事務局：京都市・京都府・京都労働局・京都商工会議所）　
企画・運営：公益財団法人京都市男女共同参画推進協会
京都市印刷物第034628号　令和3年11月発行　京都市文化市民局共生社会推進室男女共同参画推進担当　

（龍谷大学社会学部教授） 

（京都中央信用金庫八幡支店支店長） 

（京都中央信用金庫八幡支店主任） 

「男性版産休（出生時育児休業）」の施行が間近に迫った今、男性の育児参加について理解を深める
セミナーを開催します。「男性が育児をする」とはどういうことかを一緒に考えてみませんか？

詳細・申込みはこちら

令和4年

※12月1日（水）より受付開始

氏

氏
氏

※　新型コロナウイルス感染症等の影響に伴い、実施方法を変更する可能性があります。


